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電 小型 式 |  、 、 、 ge 了 .、. 0 1. て | 
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ダブ ルス ー パ バ パー ヘテロダイン 
10.7MHz455kHz 


信 感 ー 16dB u 以 下 (12dB SINAD) ー 12dB u 以 下 (12dB SINAD) 
土 6kHz 以 上 /-6dB・ 土 15kHz 以 下 /-60dB 5kHz 以 上 /-6dB・ 土 12. 5kHz 以 下 /-60dB 
部 | 低 周波 負荷 イッ ーッ メ 


JAIA (日 本 アマ チュ ア 無 線 機 器 工業 会 ) で 定め た 型 定 法 で 測定 し た も の で す 。( 一 部 社内 測定 法 を 含む 。) 
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( 居 流 載 虹 企 MHzS 
AM/ デ ー タ FM/ 電 燃 ・ 電 信 
cw 司 室 AM/ 穫 店 ・ 生 信 、CW AM/ 画 像 
2800 07 。 5 120 7 80 
玩 芝 遂 信 周波 到 よ 10kH2) 
<)29.00MHE か ら 25.30MHz ま で の 周波 到 は 、 外国 の アマ チュ ア 局 と の 4M/ 往 馬 ・ 得 当 お よび CW( に よる 遂 信 に 便 当 する こと が で きる 。 
ーー < 呈 米 
了 5UM Hz 帯 の 周波 数 使用 区 分 ( 周 深 数 重信 : MHz 
CW 


| い AM/ 電 味 ・ 役 信 、CW 
50.00 0 
非常 通 僅 周 波数 


て 和 ほ 1250.01MHz の 還流 到 は 、JARL の アマ チュ ア 局 (J42IGY! の CW に よる 林 測 信 骨 の 送信 を 行う 場合 に 限る 。 まま 2:50.00MEz か ら 50 1CMHz ょ で の 周波 数 は 、 外 国 の アマ チュ ア 局 と の = 辻 涼 に と ゃ る データ 伝 送 に も 使用 
する こと が で きる 。 バ 注 751.00MHz か ら 51.50MW-s ま で の 周波 数 は 、 外 国 の アマ チュ ア 局 と の AM/ 電 話 ・ 電 位 お よび CW に よる 通 科 を 行う こと が で きる 。 


ー 呼 由 周 注 数 ・ 葛 深 通 信 周 波数 
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取扱 説明 書 


JALJMCO ト | ランシー バー を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 
誠に あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ て 
効果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 
最後 まで お 読 みく だ さい 。 ま た 、 こ の 取扱 説明 書 は 必ず 保存 
し て お いて くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ ま 
し た 時 に お 役に立ち ます 。 


ー 硬 の 
リア ルイ つつ 電子 株 式 会 社 
本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す の で 、 外 国 で は 使用 出来 ませ ん 。 
この 無線 機 を 使用 する に は 、 郵 政 者 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無 計 以 外 の 通信 に は 使用 で きま せん 、 


例 100 チ ャ ン ネ ル 分 の メモ リー 容量 の ある EEP - ROM を 振 準 装備 と し 、 飛 躍 的 に 使い や すく な り ま し た 。 


@ 50 波 の トー ン エ ンコ ー ダ ー も 標準 装備 され (デコーダー は オプ ショ ン ) 。 グ ルー プ 交 信 を 更に 楽し く 行う 
こと が で きる よう に な り ま し た 。 


還 本 取 投 説明 午 に 記載 され て いる 場合 を 除き 、 ケ ー ス な ど …。 で くだ さい 。 ま た 、 継 ぎ 足 し する と 、 通 電 し な く な っ た 
を 外し 、 内 部 に ふれ る こ と は さけ て くだ さい 。 内 部 に 手 り 、 ショ ー ト の お それ が あり ます の で し な いで くだ さい 。 


を ふれ る と 感電 、 故 障 の 原因 に な る こ こと が あり ます 。 万 一 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する 場合 は 、 電 源 ス イッ 
一 直射 日 光 に 当たる 所 、 盟 房 器 具 な ど 発 衣 物 の 近く は さけ チ を すばやく 切り 、 電 源 コ ー ド を 抜い て くだ さい 。 速 や 


て くだ さい 。 か に 購入 店 また は 最寄り の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 連絡 く 
還 花 漬 、 化 粧品 な ど 水 の 入っ た も の は 、 セ ッ ト の 上 に 置か だ さい 。 

な いで くだ さい 。 ま た 、 混 度 の 高い 所 は さけ て くだ さい 。 画 混 度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 急 に 明 か い 所 へ 移動 し ま 
較 放 熱 を よく する た め 、 壁 か ら 10cm 以 上 部 し て くだ さい 。 す と 、 製 品 に 吉 が つく 場合 が あり ます 。 回 が つく と 製品 
略 ほ こり 、 振 動 の 少な い 安 定 し た 場 場所 に セッ ティ ング し て の 動作 に 悪影響 を 与え 、 故 障 の 原因 に な り ま す の で 、 よ 

くだ さい 。 は く 乾 燥 させ 、 露 を よく 取り 除い て か ら ご 使用 くだ さい 。 
還 本 セッ ト は DC( 直 流 )13.8V( 一 ) 接 地 用 で す 。 

置 DC( 直 流 ) 安 定 化 電 渡 を 使用 する 場合 、 ぬ れ た 手 で AC 


(交流 ) 電 源 の プラ グ を 抜き 差し し ます と 、 感 電 す る お そ ③ ヒュ ー ズ 付き 電源 ケー ブル ………… 

れ が あり ます の で 、 総 対 に し な いで くだ さい 。 ④ 取り 付け 用 ビス ……………ー x 1 セッ ト 
罰 チ ュー ナー、 テ レビ な ど 、 他 の 機器 に 影響 を 与え る よう ⑧ 六角 ネジ 用 スパ ナ ……… パ ーーーーー 

な と き は 、 距 離 を 吾 し て 設置 し て くだ さい 。 。 | 還 本 較  ⑥ 取扱 説明 書 ……… it 


久 電 源 コ ー ド を 無理 に 引き 抜い た り 、 折 り ま げた り し な い 


③④ 取り 付け 用 ネジ セッ ト 
六角 ネジ (M4 x 8mm) 


DR-MO6SX 
DR MOSSX 1⑥ 取扱 説明 書 


M5 x 20mm タ ッ ピ ング ビス 
1) EPS で L・. 


⑤ 六角 ネジ 用 スパ ナ 


運用 時 の ご 注意 


に ご 注意 くだ さい 。 特 に 次 の よう な 場所 で の 
運用 は 原則 と し て 行わ ず 、 必 要 な 場合 は 管理 
者 の 承認 を 得る よう に し まし ょ う 。① 衣 空 失 
内 ② 空 港 敷 地内 ③ 新 幹線 車両 内 の 業務 無線 局 
及び それ ら の 中 稚 局 周辺 。 


是 電 波 を 発射 する まえ に 
ハム バンド 近く で は 、 多 く の 業 務 無 線 局 が 運 
用 され て いま す 。 これら の 無線 局 の 近く で 電 


邊 を 発射 する と アマ チュ ア 無 線 局 が 電波 法令 
を 満足 し て いて も 、 思 わ ぬ 電波 障害 を 起こ す 
こと が あり ます の で 、 移 動 連 用 な ど で は 、 充 分 


6 し 一 


登 無線 機 を ご 使用 に な る 前 に 必ず お 読み くだ さい 


@ 掴 機 に 電源 を 接続 する 方 法 と 無線 機 の 設置 方 法 :……ー…ーーーーー 3 
・ 無線 機 を モー ビル (自動 車 ) で 使用 する 場合 で ss AD DNSPSS 1 
・ 無 線 機 を 固定 (ご 家庭 ) で 使用 する 場合 …………ー……… 22 の 32 4 
代 掴 線 機 各 部 の 名 の に 20EEE YS た CPZ や CPPR 5 
内 正面 バネ ル の 各 キ ー の 名 称 と 機能 0328S2AS SGS RIRSRYRSSSRCASRESSSIAE SBMASSRT 1s1 
CD 表示 部 の 名 衝 避 機能 DON ロ 
マイ ゴイ ク 各部 の 名 称 と 権 護 he 80 お ZS 6 
僅 基 本 操作 (この 操作 だ け で 簡単 に 通話 が で きる ) ドド ドド ドド ドド ドー 了 
本 0* め 始め よう の 了 
・ 人 送信 し て みる ! 3 人 SE 9 
・ 動 作 モ ー ド を 変更 し て 楽し む ! See ADPARKRASS PIN 10 
・ VFEO モ ー ド (通常 の 運用 モー KKMUCLLCL に 2 よ よ CSXYYEEEEEEYYIYSPPPPPPPEPRSPEPPPRSE で の PE 10 
・ メメ と リ 一 モー ド (記憶 させ た 周 周波 数 で 運用 する ) を KA が と に てい で で マジ で で と です と サザ 10 
の コー ルル モー ド (呼び 出し 周波 数 を 利用 する ) で ナナ ミミ シテ で ミミ さす た ーーー と すす ます すす ます を すす 生ま 生 すま 生 の 10 
珍 応 用 操作 (さら に 無線 機 が 楽し く な る 操作 ) … パ ドド ーー ドド ーーー トト て てい いい SRASSS 
内 リ バー スズ (送信 周 周波 数 と 受信 周波 数 が 入れ 替わる ) で た 1 1 
・ TOT 設定 (送信 時 間 を 制限 する タイ マー ー 提 能 ) ドド ドド ドド トド 11 
・ トー ンス ケル チチ 設定 ( 視 間 と の 交信 に ある と 便利 ) で ゆー ドド ドー スー 11 
・ ス キャ ン 携 能 (信号 の 出 て いる 周波 数 を 探す の に 便利 な 機能 ) SOSROEEEREEEREETEE 12 
・ メ モリ ー ス キャ ン ( 記 憶 さ せ て ある 周波 数 で 信号 が 出 て いる か どう か を 探す の に 便利 な 機能 )…13 
鍛 フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 (この 機能 を 使え ば 無線 機 は 最高 機能 を 発揮 する ) …………ー…ー 14 
・ プ ライ オリ ティ (自分 の 好き な 周波 数 を 優先 的 に 受信 する こと が で きる よう に な る ) ………… 14 
・ キ ー ロ ッ ク (不要 な キー の 動作 を 制限 する 機能 ? ……… ロ ーー ドド ドド ドド トト ーー ピー 15 
・ オ フ セ ッ ト 周 波数 ( 信 周波 数 と 受信 周波 数 を 別に 設定 し て 運用 する こと が で きる ) …………… 16 
[ リ アパ ネル 端子 の 電 気 的 定格 ] だ PT 15 

*・ メ モリ ー ラ イト プ メ モリ ー ク リア (本 STSUSE 科 GR 
周波 数 を 消去 し た りす る ) に に エミ ミミ ミミ トニ トミ ミア シミ シズ ステ ミコ ま まま まき きま ミミ さす オミ すま と で で すそ で すす すす を を すす すき ]7 
*・ チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 (チャ ン ネ ル と チャ ン ネ ル と の 周波 数 間隔 を 設定 する ) …… 92 
・ 送信 出力 の 切り 替え (送信 出力 を ハイ パワ ー と ロー パワ ー に 切り 替え る ) …… terttoni 19 
内 スケ ル チ オ フ 機 能 (強制 的 に スケ ル チ を オー プン させ る ) NT の 900 で 2 お 250 さよ る aa 19 
・ ビ ー プ 音 の ONOFF (キー を 押し た と き に 鳴る 音 を カッ ト し た り 入 れ た りす る ) WCntrr 19 
・ リ セッ ト (工場 出荷 時 の 状態 に な る ) ーー ドド ドー トッ ーー 19 
[マイ クロ ホン 端子 接続 図 ] OKUKOECDOKOKICCCEC2CEERERRREEREEEE 20 
参 保 守 に つい て (アフ ター サー ビス ノ 故 障 と お 考え の 前 に ) ……ー ド ーー Sanannnin 21 
人 参 申 請書 の 書き 方 OZOCEREEREESRS2E2ESEC こ HE DE EEE 22 
の 22 TP も PP 22 
参 定 格 / 寺 波 数 便 用 蘭 表記 23 


この 説明 書 は DR-M06SX を モデ ル に 行っ て お り ま す が 周 波数 以外 は DR_M03SX も 同様 で す 。 
ど 


① 取 付 場 所 

ご 使用 の 車種 に より 、 車 内 レイ アウ ト は 異な り ま 
す が 、 操 作 性 、 安 全 運転 の 面 か ら 最 適 と 思わ れる 
場所 を 選ぶ よう に し て くだ さい 。 と くに 、 ひ ざ が 
本 機 に あたら な いよ うな 場所 を 選ん で くだ さい 。 
また 、 直 接 振動 が 伝わる 場所 や 、 カ ー ヒ ー タ ー の 
吹き 出し 口 な ど 車 内 温度 が 上 昇 す る よう な 場所 は 
避け て くだ さい 。 


② 電 源 の 接続 方 法 


本 機 は DC (直流 ) 13.8V 用 で す 。 ト ラッ ク な どの 
24V バッ テリ ー の 車 に は 直接 接続 する こと が で き 
ませ ん 。 ま た 、[--] (マイ ナス ) 接地 車 で ご 使用 
くだ さい 。 ま れ に [+] (プラ ス ) 接地 車 が あり ま 
す の で 、 そ の よう な 場合 は 最寄り の 販売 店 また は 
当社 サー ビス 窓口 で ご 相談 くだ さい 。 な お 、 車 喜 
で ご 利用 の 場合 は バッ テリ ー に 直接 接続 し て くだ 
さい 。 シ ガー プラ グ を 使用 され ます と 、 電 源 の 供 
給 が 不安 定 に な る こと が あり ます の で 、 本 機 の 性 
能 が 保持 され ませ ん 。 


③ 車 載 ア テン グル の 取付 方 法 
右 の 図 の よう に 車載 アン グル を 車 に 取り 付け て く 
だ さい 。 ま ず 、 4 本 の 六角 ネジ を 本 体 に 軽く 取り 付 
け ま す 。 六角 ネ ジ ① を 車載 アン グル の 革 に 先 に 入 
れ 、 押し 上 げ な が ら 後 方 に 押し 込ん で くだ さい 。 同 
時 に 六角 ネジ ② を 車載 アン グル の 前 の 溝 に 入れ て 
くだ さい 。 車載 アン グル の 前 の 溝 は 3 つ あ り ま すか 
ら 、 本 機 を 操作 し や すい 角度 に セッ ト し て くだ さ 
い 。 最 後に 、 本 機 を 付属 の スパ ナ で 車載 アン グル 
に し っ か り と 固定 し て くだ さい 。 


< 下 孔 と し て 4 土 0.2 を あけ た 場合 〉 


ボディ ー 


M5x20mm 
タッ ピン グ ビ ス 


征 散 アン グル 


ーーーーー づ ③ ーーーーー 


M5 並 ワ ッ ジ シャ 


ボディ に 取り 付け る 


モー ビル アン テ ナ 取 付図 


ルー フサ イド 想 召 


マグ ネッ ト 大 お 


④ モ ー ビ ル アン テ ナ の 
取付 方 法 

アン テ ナ に 接続 する 同軸 ケー ブル と 高周波 コネ ク 

タタ は 50@Q の も の を お 使い くだ さい 。 ま た 、 モー ビル 


アン テ ナ は 、 事 の ボディ に アン テ ナ を 固定 する た 
め の 基 台 を 設置 する 必要 が あり ます 。 走行 中 に 脱 
落す る こと の な いよ うに 、 確 実に 取り 付け て くだ . 
さい 。 


① 電 源 に つい て 

ご 家庭 で ご 使用 に な る な ど 、 周 定 司 と し て 本 機 を 
ご 使用 に な る 場合 、 直 流 安定 化 電 源 が 必要 と な り 
ます 。 直 流 安定 化 電源 の 容量 は 、5A 以 上 の 電流 容 
量 の ある 電源 を ご 使用 くだ さい 。 当 社 の 電源 を 使 
用 され る こと を お すす めし ます 。 本 機 と 安 定 化 直 
源 と の 接続 は 、 赤 色 の 線 が 電源 の [+] (プラ ス )、 
黒色 の 線 が 電源 の [-] (マイ ナス ) に 接続 し ます 。 


接続 に は 付属 の 電源 用 リー ド 線 (DC コー ド ) で 配 - 


線 し て くだ さい 。 


② 固 定 用 アン テ ナ に つい て 


アン テ ナ は 交 情 する うえ に お いて 、 と て も 重要 な 


要素 と な り ま す 。 性能 の よい アン テ ナ を お 選び く 
だ さい 。 市 販 さ れ て いる アン テ ナ に は 、 無 指向 性 


禁止 事項 


ーー 2 igv カ 
ーー 証 9] 安定 化 電源 


(すべ て の 方 向 に 電波 の 出入 り が ある ) の グラ ンド 


"プレ ー ン アン テ ナ や 、 指 向 性 (ある 方 向 に の み 電 
波 の 出入 り が ある ) の ある 八木 ア ン テ ナ な ど が あ 


り ま す の で 、. 運 用 目的 や 設置 場所 に 応じ て お 選び 
くだ さい 。 ま た 、 同 軸 ケ ー ブ ル は で きる だ け 太 い 


も の (5D-2V 以 上 ) を お 使い に な り 、 な る べく 短 


く こ 使用 くだ さい 。 


電源 の 接続 方 法 . レコー ラク か ら の 宮台 S は お や めく だ さい 。 先代 失 が 契 定 と な り 性 能 が 維持 され な いこ と が あり ます 。 


本 体 の 改 人 造 2 の amia な wa めく < だ さい 。 無 吾 な de が 原因 と お も われ る 純生 に つい て は 本 証 期間 内 で あっ て 保証 が きか な く な る うえ に 
公理 を お 断わり する 場合 も あり ます 。・ 


メイ ンダ イヤ ル 
送信 ・ 受 信 の 周波 数 を 変更 し た り 、 メ モリ ー の 操作 を し た と き に は その 
メモ リー チャ ン ネ ル を 変更 する こと が で きま す 。 ま た 、 オ フ セ ッ ト 周 波 
数 ( 六 と 受信 の 周波 数 を 別に し て 運用 )、 ト ー ン 周波 数 な どの 変更 に も 
使用 し ます 。 


送信 ・ 受 信 ラ ンプ 
マイ ク の PTT キー を 押し て 、 送 
信 状 態 に な る と この ラン プ が 赤 
く 声 灯 し ます 。 また 、 電 波 を 受 
信 す る と 緑色 に 点灯 し ます 。 


ファ ンク ショ ン ・ 
MONI キー 


ファ ンク ショ ン 機 能 を 動作 させ る 
た め の キ ー で す 。 こ の キー と 他 の 
キー の 組合 せ に より 、 各種 の 機能 
を 発揮 し ます 。 さ ら に この キー を 
1 秒 以上 押し 続け る と 、 モ ニタ ー 
機能 が 動作 し て 、 ス ケル チ 機 能 が 
ED 
り ま す 。 


REV・PRI キー 
送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 別 の 周波 数 に 設定 し た と き に . 送 信 
周波 数 と 受信 周波 数 を 切り 替え る た め の キ ー で す 。 さ ら に F 
キー を 押し て 、 表 示 部 に FUNC を 点灯 させ た 状態 で この キー 
を 押す と 、 プ ライ オリ ティ 受信 動作 の ON/OFF に な り ま す 。 


T.SO・LOCK キー 


トー ンス ケル チ 機 能 を 動作 させ る た め の 
キー で す 。F を 押し て 、 表 示 部 に FUNC 
が 点灯 中 に この キー を 押す と 、 キ ー ロ ッ 
ク 機 能 の ON プ OFF と な り ま す 。 


ニニ ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ニニ ニー ニー ニー テー ニー ニー ニ ーーー ニニ ーー ニー ンー 1 


ビ ュ ーー ュ - 

BUSY 11 目 11 WII 詳 FULLEEE の 生き 7 表 の 

ビーー ェ ーー』 に ピ + ミド クン ント 2 が WECCD 
。 (リセット: ご 19 ペ ー ジ 


⑧ 送 ・ 受 信 周 波数 、 そ の 他 名 種 設定 値 を 表示 し ます 。 

①FUNC : ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 、 5 秒間 点灯 し ます 。 M : メモ リー モー ド 、 コ ー ル モー ド を 設定 し た と き に 
点灯 中 に 他 の キー を 押す と 、 フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 が 動作 し 点灯 し ます 。 

ます 。 ⑩ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 コ ー ル モー ド 設 定時 に 点灯 し ま 
②ENC : トー ン エ ンコ ー ダ を 設定 し た と き に 点灯 し ます 。 す 。 キー ロック 中 は 「FLj。 プ ライ オリ ティ 中 は 「PJ 
DEC : トー ン デ コー ダ を 設定 し た と き に 点灯 し ます 。 が 点灯 し ます 。 

(オプ ショ ン 装 病 時 の み ) ⑪⑩ BUSY : 信号 を 受信 し た と き に 点灯 し ます 。 
⑳ 二 : オフ セッ ト 周 波数 の シフ ト 方 向 が + を 示し ます 。 ⑲⑭ 受 信 中 の 信号 の 強 さ を 表示 し ます 。 
⑤ - : オフ セッ ト 周 波数 の シフ ト 方 向 が ー を 示し ます 。 ⑲・: 送信 周波 数 、 受 信 周 波数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 の MHz 
⑯ 常 時 消灯 で の 区 切り 。 トーン 周波 数 の Hz の 区 切り を 表わし ます 。 
⑦LOW : 送信 出力 が ロー パワ ー の 時 に 点灯 し ます 。 また 、 点 滅 時 は スキ ャ ン 動 作 中 を 表わし ます 。 
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MHz・H/L キー 
周波 数 を 1MHz 単位 で 変更 
する こと が で きま す 。 

F キー を 押し て 、 表 示 部 に 
FUNC が 点灯 中 に この キー 
を 押す と 、 送 信 出 力 の 切り 
替え (ハイ パワ ー と ロー パ 
ワー) が で きま す 。 


ボリ ュー ム つ まみ 
受信 中 の 信号 の 斉 を 調節 す る ツマ ミ 。 
右 に 回 す と 音 が 大 きく な り 、 左 に 回 す 
と 音 は 小さ く な り ま す 。 


電源 スイ ッ チ 
電源 を ON し た り OFF し た 
りす る スイ ッ チ で す 。 


スケ ル チ つ まみ 
受信 中 に 信号 が 入っ て こない 
と き の 雑 斉 を カッ ト す る た め 
の 調節 つま み で す 。 何 も 信号 
を 受信 し て いな い 状 態 で 雑音 
が な く な る 点 に セッ ト し ます 。 


マイ クコ ネ ク タ 
付属 の マイ ク を 接続 し ます 。 


VFOM・MW キー 
VF O モ ー ド と メモ リー モー ド と を 切り 替え ます 。 
F を 押し て 、 表 示 部 に F UNC が 点灯 中 に この キー 
を 押す と 、 メ モリ ー ラ イト (メモ リー の 書き 込み ) と 
と メモ リー クリ ア ( メ モリ ー 消 去 ) 機能 に な り ま す 。 


CALL・CH : SP キー 
この キー を 押す と 、 コ ー ル チャ ン ネ ル を 呼び 出す こ 
と が で きま す 。 F を 押し て 、 表 示 部 に FUNC が 点灯 
中 に この キー を 押す と 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 
の 設定 を 行う こと が で きま す 。 


TOT・SHIFT キー 

連続 送信 タイ マー の 設定 を 行う こと が で きま す 。 
F を 押し 、 表 示 部 に FUNC が 点灯 中 に この キー 
を 押す と 、 周 波数 の シフ ト 方 向 (+ か ー-) と オフ 
セッ ト 周 波数 を 設定 で きま す 。 


DOWN キー 
送信 周波 数 、 受 信 周 波数 、 

メモ リー チャ ン ネ ル 、 オ フ 
セッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 
数 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ な 
ど を 下げ る た め の キ ー で す 。 


UP キー 
送信 周波 数 、 受信 周波 数 、 

| メモ リー チャ ン ネ ル 、 オ フ 
セ ゼット 周波 数 、 ト ー ン 周波 
数 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ な 
ご ど ご を 上 げ る た め の キ ー で す 。 


UP/DOWN ロ ックス イッ チ 
この スイ ッ チ を ON する こと で マ 
イク の UP グ DOWN キー の 機能 は 
停止 し ます 。 誤 動作 を 防止 させ る 
時 に 使用 し て くだ さい 。 


PTT キー 
この キー を 押す と 送信 状態 
と な り ま す 。 


この 基本 操作 だ け で 簡単 に 通 鋼 話 は で きる ! 


13.8V 出 力 


安定 化 電 源 
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の スケ ルプ 用 ウマ ミ 


VO し ツマ ミ を 時 計 方 向 に ゆっ くり と 

回 し て ゆく と ザー っ と いう ノイ ズ が 開 

こえ て きま ぼ 。 過当 な 音量 の ポジ ショ 

ン に VO し フリ マミ を セッ ト し ます 。 
SQL ツ マミ を 時 計 方 向 に ゆっ くり と 
人 回し て ゆき ます 。 ザ ー っ と いう ノイ ズ 
が 消え る ポイ ント に セッ ト し ます 。 


(1 ) 電源 ケー ブル が 確実 に 接続 され て いる か どう 


か 確認 し て くだ さい 。 赤 い ケ ー ブ ル の 方 が + に 、 黒 


い ケ ー ブ ル の 方 が ー に 接続 され て いる か どう か を 
確認 し ます 。 固 定 で 使用 する 場合 、 電 源 の 電圧 は 
13.8V で 、5A 以 上 の 容量 の ある 電源 が 必要 で す 。 
車 の バッ テリ ー で あれ ば 充分 で す 。 


(2) ① の スイ ッ チ を 押し て 電源 を 入れ ます 。② の 
ツマ ミ を 少し 右 に 回 し て お きま す 。 こ の ② の ツマ 

は 音量 調整 用 の ボリ ュー ム で す 。 右 に 回 す と 音 
量 が 大 きく な り ま す 。③ の ツマ ミ は スケ ル チ 調 整 
用 の ツマ ミ で す 。 こ の ツマ ミ は 信号 が 入っ て こ な 
いと き の 雑 斉 を カッ ト す る た め の も の で す 。 こ の 
ツマ ミ を 左 に 回 す と 表示 部 に BUSY と 表示 され 、 
「 ザ ー」 と 雑音 が 聞こ えて きま す 。 こ の ③ の ツマ ミ 


を 右 に 回 し て いく と 、 雑 音 が 消え る ポイ ント が あ 


り ま す の で 、 こ の ツマ ミ は この ポイ ント に セッ ト 
し ます (BUSY 表示 も 消え ます )。 あ まり 右 に 回 し 
すぎ る こと 、 信 号 を 受信 し て も 斉 と し て 出 て こ な く 
な り ま す 。 


④ メ イン ダイ ヤル 


| 〇 @ @ ( 全 軸 対 1 の 


DOWN 


時 計 方 向 反 財 計 方 向 


メイ ンダ イオ ヤル メイ ンダ マヤ ル 


周波 数 が DOWN 


ロロ 
較 


っ eee 
人 ーー ュー 、 
uae 上 xs ug て Ts 
5y | + ' 
軍 。 器 立 で 上 が る LcTxs 


” 右 へ 回 す と ” 左 へ 回 す と 
音 四 が 大 き 計量 が 小さ 


(3) ④ の メイ ンダ イヤ ル か マイ ク の UP キー ある 
い は DOWN キー の 操作 に より 、 和 希望 周波 数 を 決め 
る こと が で きま す 。 メ イン ダイ ヤル で 決め る 場合 
は 、 右 に 回 す と 周波 数 が 上 が っ て いき 、 左 へ 回 す 
と 周波 数 は 下がっ て いき ます 。 ま た 、 マ イク の UP 
キー を 押す と 、 同 じ よ うに 周波 数 は 上 が っ て いき 、 
DOWN キー を 押す と 周波 数 は 下がっ て いき ます 。 
《 注 意 》 マイ ク の UP キー、DOWN キー を 0.5 秒 以 
上 3 秒 以 内 押し 続け る と スキ ャ ン を 開始 し ます 〈 ご 
12 ペー ジ の スキ ャ ン の 項 を 参照 し て くだ さい )。 


(4) な お 、⑧ の MHz キー を 押し て か ら 上 記 の よ 
うな 操作 を する と 、 1 MHz 単位 で 周波 数 を 変更 する 
こと が で きま す 。 こ の 時 、 周 波数 の 表示 は 、 100kHz 
以下 が 消え ます 。 こ の 歓 能 の 解除 は 、 も う 一 度 
MHz キー を 押す か 、PTT エ キー を 押し ます 。 


(5) @② の ツマ ミ で 音量 を 最適 な 音量 に し ます 。 右 
へ 回 す よ 音量 は 大 きく な り 、 左 へ 回 す と 音量 は 小 
さく な り ま す 。 昼 号 を 受信 する と 、TX/RX の ラ 
ンプ が 緑色 に 点灯 し 、 液 晶 表示 の BUSY の 表示 が 
出 て 受信 状態 で ちあ る こと を 知ら せま す 。 ま た 、 信 
号 の 強 さ に 応じ て パー ゲラ フ の メー ター が 表示 さ 
れ ま す 。 


2. 送 信 を し て みる ! 


(1 ) まず 電源 の 電流 容量 が 充分 で ある か どう か 確 
認 し て くだ さい 。 5A 以 上 の 電流 容量 が 必要 で す 。 
な お 、 自動 車 で 使用 する 場合 は 自動 車 の バッ テリ ー 
より 直接 接続 し て くだ さい 。 


(2) テン テ ナ ケー ブル の コネ クタ に アン テ ナ か ら 
の ケー ブル が 確実 に 接続 され て いる か どう か 確認 
し て くだ さい 。 な お 、 ア ン テ ナ は 市 販 の 50MHz 淀 
用 の も の で 、 ア ン テ ナ イン ピー ダン ス が 500 の も 
の 、 耐 電力 が 10W 以上 の も の で す 。 自 動車 で 運用 
する 場合 、 市 販 の アン テ ナ な ら ば ほとん どの 製品 
が この 条件 を 満た し て いま す 。 


(3) 送信 し た い 周 波数 を 受信 の と き と 同 じ よ うに 
決め ます 。 


(1) VFO モード : この モー ド で は 表示 部 に は 
周波 数 の み が 表 示さ れ ま す 。 こ の モー ド の と き は 
メイ ンダ イヤ ル や マイ ク の UP・DOWN キー で 簡 
単に 周波 数 を 変更 する こと が で きま す 。 周波 数 は 、 
チャ ン ネ ルス テッ プ 毎 の 変更 に な り ま す (18 
ペー ジ の チャ ン ネ ルス テッ プ 変 更 の 項 を 参照 し て 
くだ さい )。 ' 


(2) メモ リー モー ド : VFO モ ー ド で VFO ン 
M キー を 押す と 、M と メモ リー ナン バー が 表示 さ 
れ ま す 。 こ れ が メモ リー モー ド で 、 あ ら か じ め 記 
憶 さ せ て お いた 周波 数 を 呼び 出す こと が で きま す 
(17 ペ ー ジ の メモ リー の 頂 を 参照 し て くだ さい )。 
メモ リー ナン バー を 変え た いと き は 、 メ イン ダイ 
ヤル か マイ ク の UP・DOWN キー を 使用 し ます 。 メ 
モリ ー の 書き 込ま れ て いな い チ ャ ン ネ ル で は メモ 
リー ナン バー 上 の M が 点 減 し ます 。 メ モリ ー で き 
る チャ ン ネ ル 数 は 全部 で 100 チ ャ ン ネ ル で す 。 


(4) その 周波 数 で 送信 し て も 、 他 の 局 の 通信 に 妨 
害 を 与え な いか を 確認 し ます 。 ス ケル チ つ まみ を 
左側 に 完全 に 回 し 切る か 、F キ ー を 0.5 秒 以上 押し 


= Eee P 
て つっ の) GE はめ の LN 


続け て くだ さい 。 


(5) 妨害 を 与え な いよ う で あれ ば 、 マ イク の PTT 
キー を 押し て くだ さい 。 こ の 時 、TXRX (送信 
ラン プ ) が 赤く 点灯 し て 送信 状態 で ある こと を 知 
ら せ ま す 。 通話 を する 時 は その まま マイ ク に 向 か 
っ て 話し て くだ さい 。 リッ 


(6) PTT キ ー を 離す と 、 受 信 状 態 に 戻り ます 。 


(3) コー ルモード :VFO ま た は メモ リー モー 
ド で 、CALL キー を 押す と 、 コ ー ル チャ ン ネ ル (C 
チャ ン ネ ル ) を 呼び 出す こと が で きま す 。VFO モ ー 
ド あ る い は メモ リー モー ド に 戻り た いと き は 再度 
CALL キ ー を 押す と 戻り ます 。 メ モリ ー ク リア ( メ 
モリ ー の 項 参照 ) で C チ ャ ン ネ ル を 消去 し た と き 
は M が 点滅 し て 、VFO デー タ が 表示 され ます 。 


一 注意 VFO モ ー ド 、 メ モリ ー モ ー ド と コー ルチャ ン ネ ル の 関係 は 下 の 現 
ご 注意 の 通り で す 。 


VFO ノ M キー 


VF0 モード | メモ リー モー ド | 


oeー っ 


ーー テー 


VFO/M キー VFO〆M キー 


これ で この 無線 機 は も っ と 楽し く な る ! 


V キー 


導 信 周波 数 " 受信 周波 数 


Pi 
| 5 1 リロ 


愛 信 周波 数 " 送 情 周 渡 数 


0p0. に 買 定 な し - 


康子 は 30 わ 和 。 


最長 450 秒 まで 。 
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1. リ バー ズ スズ 

送信 周波 数 と 受信 周波 数 が 入れ 替わり ます 。 
REV キー を 押す こと で この 操作 が で きま す 。 元 に 
戻す と き に は 再度 REV キー を 押す こと で 戻り ます 
(16 ペー ジ の オフ セッ ト 設 定 の 項 を 参照 し て く 
だ さい )。 


Z。 TOT (タイ ム ・ ア ウト ・ タ イマ ー) 
設 

送信 時 間 を 制限 する タイ マー 機能 で す 。 

①TOT キー を 押し ます 。 

② 表 示 部 に は 000 と 表示 され ます 。( こ の 時 は 無 制 
限 で す ) 

③ メ イン ダイ ヤル ある い は マイ ク の UP・DOWN 
キー を 使用 し て 時 間 を 設定 し ます 。 時 間 は 0 一 
450 秒 まで 30 秒 毎 に 設定 で きま す 。 

④ 時 間 を 設定 し た ら 、VFO プ M キー か マイ ク の 
PTT キ ー を 押し て くだ さい 。 こ れ で TOT 設 定 は 
終了 で す 。 

⑤ 送 信 中 、 設 定 し た 時 間 の 5 秒 前 に な る と 、BEEP 
音 が 噂 り 、 設 定 し た 時 間 に な る と OFF 表示 が 出 
て 、 自動 的 に 送信 が 停止 し ます 。 自動 停止 後 PTT 
キー を 離す と 元 の 表示 に 戻り ます 。 


3. ト ー ン スケ ル チ 設 

仲間 と の QSO に ある と 便利 な 機 能 で す 。 

トー ン エ ンコ ー ダ と トー ン デ コー ダ の 機能 を 動作 
させ る た め の 操 作 で す 。 な お 、 ト ー ン デコ ー ダ 機 

能 は オプ ショ ン を 装着 時 の み 設定 で きる 機能 で す 。 

①T.SO キー を 押す と トー ンス ケル チ 機 能 に な り ま 
す (ENC が 表示 され る ) 。DEC 表示 は オプ ショ 
ン 装 着 時 の み 表示 され ます 。 

②ENC あ る い は ENC プ DEC は 表示 中 は トー ン 周 波 
数 が 表示 され ます 。 


EE 


トー ン 周 波数 一 覧 表 cs. 


67.0 69.9 718 74』4 77.0 79.7 。 825 85.4 88 ち 
91.5 94.8 97.4 100.0 103.5 107.2 110.9 114.8 118 
123.0 127.3 131.8 136.5 341.3 146.2 161.4 156.7 159 ま 


162.2 165.5 157.9 171.3 173.8 177.3 179.9 183.5 186 る 2 
189.9 192.8 196.6 19.5 203.5 206.5 210.7 21 る.1 2257 


229.1 293.6 241.8 250.3 254.1 
ウッ 6 


回 


PTT キー を 押す (設定 終了 ) 9 計 


VFO プ M キー (設定 終了 ) 


UP/ DOWN キー を 0.5 秒 以上 3 秒 以 内 押す 


UP キー! DOWN キー 


講 注 数 が DOWN 
し な が ら 
スキ ャ ン を 開始 。 


周波 融 ぶ UP 
し な が ちら 
スキ ャ ン を 開始 。 


PA] 
ピス 
F 
内 
の 
ス 
ネ 

拓 
ン 
を 
線 
り 
返 
す 


③ ト ー ン 周波 数 の 変更 は メイ ンダ イヤ ル か マイ ク 
の UP・DOWN キー を 使用 し て 選択 し ます 。 トー 
ン 周 波数 は 、 全 部 で 50 種類 で す 。 選択 で きる 周 
波数 は 左記 の 周波 数 で す 。 

④ ト ー ン 周波 数 を 選択 し た ら 、VFO プ M キー か 
PTT キー を 押す こと に より 設定 は 終了 し ます 。 


(注意 ) ENC の み 表 示 中 は TOT タイ マー 動作 は し 
ませ ん 。 な お 、ENC ま た は ENC プ DEC 表 示 中 に 送 
信 し ます と 、 周 波数 の 後に EE が 表示 され ます 。 


4. ス キャ ン 機 能 


信号 が 出 て いる 周波 数 を 探し た り 、 逆 に 空き チャ 
ン ネ ル を 探す の に 便利 な 機能 で す 。 


(1) VFO ス キャ ン : この 機能 を 動作 させ る 
と 、 受 信 信 号 が な けれ ば すぐ に 次 の チャ ン ネ ル に 
移り 、 受 信 信号 が ある と 、 そ の チャ ン ネ ル で 5 秒間 
チャ ン ネ ル 移 動 を 停止 し て 、 5 秒 後に 次 の チャ ン ネ 
ル に 移動 し ます 。 
VFO モ ー ド で は 全 周 渉 数 範囲 を チャ ン ネ ルス テッ 
プ (チャ ン ネ ルス テッ プ の 項 参 照 ) 単位 で スキ ャ 
ン し ます 。 
①VFO モ ー ド で マイ ク の UP キー ある い は DOWN 
キー を 0.5 秒 以上 、 3 秒 以内 押し て いる と 、 ス キャ 
ン 機 能 が 動作 し ます 。 な お 、UP キー を 押し た 場合 
は 周波 数 の 高い 方 へ スキ ャ ン し ます し 、DOWN 
キー を 押し た 場合 は 周波 数 の 低い 方 へ スキ ャ ン し 
ます 。 
② ス キャン 中 の 周波 数 を 変更 する こと が で きま す 。 
これ は メイ ンダ イヤ ル と MHz キー で 変更 で きま 
す 。 ま た 、 メ イン ダイ ヤル の 方 向 に より 、 ス キ 
ャ ン 方 向 も 変更 する こと が で きま す 。 
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1 1 いま た に か 2 ニール. 


/ 


| Keallo 提 4 


VFOZM キー (メモ リー モー ド へ ) 


UP〆DOWN キー を 1 秒 以 上 3 秒 以内 押す 


UP キー! 


出 波数 が UP 
し な が ら メ モリ ー 
スキ ャ ン を 開始 。 


(UP 方 向 ) デシ マル ポイ ント 点滅 


受信 信号 検出 巴 スキ ャ ン 5 秒 癌 休止 
5&58 』2 


時 計 万 向 


メモ リー 
チャ ン ネ ル が 
UP。 


メイ ンダ イヤ ル 


DOWN キー 


周 流 数 が DOWN 
し な が ら メ モリ ー 
スキ ャ ン を 開始 。 


[gg 


?OOWN 方 向 ! 4 デレ マル ポイ ント 上 江 


受信 叙 号 欄 出 4 スキ ャ ン 5 陣 間 條 上 


反 時 計 方 向 


は だ よう 7 かこ に 13 


メモ リー 
チャ ン ネ ル が 
DOWN。 

メイ ンダ イヤ ャ ルー 


③ ス キャ ン の 解除 は 、 マ イク の UP・DOWN キー 
か PTT キ ー、 あ る い は VFOZM キ ー の いずれ か を 
押す こと に より 解除 する こと が で きま す 。 


(2) メモ リー スキ ャ ン : メモ リー モー ド に 

お いて 、 記 憶 さ れ て いる メモ リー の み を スキ ャ ン 

する 機能 で す 。 

①VFOZM キ ー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 

② マ イク の UP キー か ある い は DOWN キー を 1 
3 秒間 押し 続け ます 。 

③ メ モリ ー ス キャ ン が 開始 し て 、 記 憶 さ れ て いる 
チャ ン ネ ル が 次 々 と 受信 され て いき ます 。 そ れ 
ら の チャ ン ネ ル の 中 で 受信 信号 が 入る と 5 秒間 そ 
の チャ ン ネ ル で スキ ャ ン を 停止 し ます 。 5 秒 後に 
次 の チャ ン ネ ル に 移動 し ます 。 

④ ス キャ ン 中 の メモ リー チャ ン ネ ル の 変更 は 、 メ 
イン ダイ ヤル を 回 すこ と に より 、 ス キャ ンチ ャ ン 
ネル と スズ キャン 方 向 を 変更 する こと が で きま す 。 

スキ ャ ン の 解除 は マイ ク の UP キー か DOWN 
キー、 あ る い は PTT キー、VFO プ M キー の い ず 
れ か を 押す こと に より 、 こ の 機能 は 停止 し ます 。 


ーーー うー ニーー デ 


O 量 ファ ンク ショ ン 機 能 


この 機能 を 使い こなせ は ば 、 


一 VFO プ ライ オリ ティ 


PRI キー 
VFO 周 波数 5 
5 秒 5 7 戸 
メモ リ * 
- チャ ン ネ ル 本 | 呈 明 ロ 』 
周波 数 0.5 秒 


PRI キー 
メモ リー 
チャ ン ネ ル ig pi 
周波 数 5 秒 す 
VFO 周 波数 
o5 太 | 510 り pp 


この 無線 機 は 最高 機能 を 発揮 する | 


ファ ンク ショ ン 機 能 と は 、 通 常 の 機能 以上 の 機能 
を 発揮 させ る こと に より 、 運 用 が 非常 に 楽に な る 
機能 で す 。 S 


ファ ンク ショ ン 機 能 を 動作 させ る た め に は 、 ま ず 
F キ ー を 押し ます 。F キー を 押す と 、 表 示 部 に 5 秒 
間 FUNC と 表示 され ます 。 こ の 表示 中 に 各 キ ー を 
押す こと に より 、 次 の 9 項目 の 動作 を させ る こと が 
で きま す 。 な お 、FUNC の 表示 と 同時 に メモ リー 
ナン バー が 表示 され ます 。 こ れ ら の 表示 は メイ ン 
ダイ ヤル ある い は マイ ク の UP・DOWN キー を 操 
作 す る こと に より 、 さ ら に 5 秒間 延長 され ます 。 


1. プ ライ オリ ティ 
各自 が 重点 的 に 受信 し た い 周 波数 を 偽 先 的 に 受信 
し ます 

プラ イオ リティ 受信 中 は 5 秒 と 0.5 秒 の 受信 を 交互 
に 繰り 返し ます 。VFO 受 信 中 、 表 示 部 に 「P」 が 表 
示さ れ ま す 。 0.5 秒 の 受信 モー ド 中 に 受信 信号 が 入 
る と 、 2 秒間 の 受信 延長 が な され ます 。 


(1) VFO プ ライ オリ ティ 

①VFO モ ー ド で FUNC キー を 押し ます 。 

②PRI キー を 押す と 、VFO モ ー ド 5 秒 、 メ モリ ー 
モー ド 0. 5 秒 で 交 互 に 受信 し ます 。 

※ メ モリ ー に 周波 数 が 登録 され て いる 必要 が あり 
ます (17 ペー ジ を 参照 し て くだ さい )。 


(2) メモ リー プラ イオ リティ 

① メ モリ ー モ ー ド で FUNC キ ー を 押し ます 。 
②PRI キー を 押す と 、 メ モリ ー モ ー ド 5 秒 、VFO 
モー ド 0.5 秒 で 交互 に 交 信 し ます 。 


(3) コー ルプ ライ オリ ティ 

① コ ー ル モー ド で FUNC キー を 押し ます 。 

②PRI キー を 押す と 、 コ ー ル モー ド 5 秒 、VFO モー 
ド ま た は メモ リー0.5 秒 で 交互 に 受信 し ます 。 


圏 コ ー ル プラ イオ リティ 


コー ルモード に する 前 の モー ド と な り ま す 。 


[プラ イオ リティ の 解除 ] 

プラ イオ リティ 動作 中 に 再び FUNC キ ー を 押し 、 そ 
の 後 で PRI キー を 押す こと で プラ イオ リティ 動作 
を 解除 する こと が で きま す 。 

また は 、 マ イク の PTT キー を 押す こと に よっ て も 
解除 する こと が で きま す 。 こ の 時 PTT を 押し た 周 
波数 側 で 解除 され ます 。 


VFO 周 波数 
95 秒 | 34 有り ぉ 


2. キ ー ロ ッ ク 

誤動作 の 防止 。 

①FUNC キー を 押し ます 。 

②LOCK キー を 押す と 、 メ モリ ーNo. 表 示 位 置 に 
「FL」 と 表示 され 、 キ ー ロ ッ ク 状 態 と な り ま す 。 


キー ロッ ク 中 は 次 の キー 以外 は 受け 付け ませ ん 。 
田 PTT (送信 ) 

画 FUNC + LOCK (キー ロッ ク の 解除 ) 

遼 FUNC+LOW (送信 出力 の 切り 替え ) 

画 FUNC (MONI キー 機能 ) 


キー ロッ ク は 、FUNC キー を 押し て か ら LOCK 
キー を 押す こと で 、 解 除 す る こと が で きま す 。 


※ こ の 時 の VFO モード と メモ リー モー ド の 選択 は ' 


を = ーー ンー ーー ニー テテ 


3. オ フ セ ッ ト 設 

送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 別に 設定 する こと が で 
きま す 。 

①FUNC キー を 押し ます 。 
②SHIFT キー を 押す と 、 シ フト する 方 向 が 切り 替 


- わり ます 。 

B り ロ 

に 車 (65 [+ シフ ト ]〕 受信 周波 雪 に 対し て 設定 し た 周波 
0J0 数 幅 だ け ブ ラス の 周波 数 で 送信 し ます 。 
2 [一 シフ ト ]〕 受信 周波 数 に 対し て 設定 し た 周波 


数 幅 だ け マ イナ ス の 周波 数 で 送信 し ます 。 


③【〔+ シ フト 〕)、〔 一 シフ ト 〕 が 表示 され て いる と 
き の 周 波数 表示 は オフ セッ ト 周 波数 を 表示 し て 
いま す 。 こ の オフ セッ ト 周 波数 の 幅 を 変更 する 
と き は 、 メ イン ダイ ヤル また は マイ ク の UP キー 
また は DOWN キー に より 変更 する こと が で きま 
す 。 た だ し 、 こ の 周波 数 幅 は アマ チュ アバ ンド 
周波 数 幅 を 越え る よう な 設定 で は 運用 する こと 
が で きま せん 。 


PTT キー を 押す (設定 終了 ) mm- 


Ogg ] 79 


[の る る で 還 の 2 


し 


VFO プ M キー (設定 終了 ) 
《④VFO プ M キ ー か マイ ク の PTT キ ー を 押す こと で 、 


設定 は 終了 し ます 。 
リア パネ ル 端 子 の 電気 的 定格 
= 三 三 外部 スピ ー カ ー 端 子 


イン ピー ダン ス 80 
3.5mm 径 モノ ラル ジャック 


ーー (ここ に 外部 スピ ー カ ー を 接続 する と 本 
体内 部 の スピ ー カ ー か ら は 音 が 出 ま せん ) 

イィ He | 

黒色 : / の 電流 空 量 を も っ た 同等 の ヒュ ー ズ と 交換 し て く 

ン 財 マメ ナ ェ 本 体側 ヒュ ー ズ ye 

ピ | 1 

ア 人 側 ヒュ ー ズ 

し 寺 色 : 居 倒 ヒュ 黒色 : マイ ナス 
ダ ーー: ーーー プラ ス 

ン う 

ズ 端 
50 

O 


※ [FUNC] 点灯 中 に 
F キー メモ リー チャ ン ネ ル 
選択 


※「[FUNC] 点灯 中 に 
F キー メモ リー チャ ン ネ ル 
選択 


げ 
メモ リー ライ ト ] 難 {メモ リー グリ ア } 


4. メ モリ ー ラ イト ・* 

メモ リー クリ ア 
メモ リー チャ ン ネ ル に 肝 波 数 を 記憶 させ た り 、 記 
悦 し て いる 周波 数 を 消去 し た り し ます 。 


(1) VFO モー ド *VFO モ ー ド で は メモ リー 

は 消去 で きま せん 。 0 

①VFO モード で FUNC キー を 押し ます 。 

@ 表 示 部 に (FUNC) が 点灯 中 に メイ ンダ イヤ ル か 
マイ ク の UP・DOWN キー で メモ リー チャ ン ネ 
ル を 選び ます 。 な お 、(M) が 点灯 の チャ ン ネ ル 
を 選ぶ と 、 デ ー タ が 上 書き され て 、 古 い デ ー タ 
は 消え て し まい ます 。 

③MW キー を 押す と デー タ は 記憶 され ます 。 記 憶 
する こと が で きる デー タ は 次 の も の で す 。 

・ 周 波数 

・ オ フ セ ッ ト 周 波数 と その シフ ト 方 向 

・ ト ー ン 周波 数 と トー ソン エン コー ダ プ トー ン デ 
コー ダ の 設定 ー 


(2) メモ リー モー ド  *「M」 が 点滅 中 に 

操作 する と メモ リー ライ ト と な り 、 点 灯 中 に 操作 
する と メモ リー クリ ア に な り ま す 。 

① メ モリ ー モ ー ド で FUNC を 押し ます 。「FUNCJ 
が 点灯 中 に メイ ンダ イヤ ル か マイ ク の UP ノ 


DOWN キ ー で メモ リー チャ ン ネ ル を 選ぶ こと が 


で きま す 。 


の MW キー を 押す と 、 デ ー タ の 記憶 また は 消去 が 


な され ます 。 


ーー ーー ーー プー ツー 一 


操作 


CH.SP キー 
ロロ 


(2SkHz ュ テッ ュ ブ 居 明 ) 


※ [FUNC] 点灯 中 に 
操作 


貼 1 
リリ 向 
[メモ リー ラ ィ ト 1 事 メモ リー クリ アテ ] 


列表 7 


「 リ リロ 人 


FUNC] 点灯 中 に 


r ユ 


120g& ビ ェ ス テッ プ 棒 先 ) 


。 半 隊 に 渦 次 剛 語 認 い きせ 


(3) コー ルモード  *TM」 点滅 中 に 操作 

する と コー ルチャ ン ネ ル の 記憶 、 点 灯 中 に 操作 す 

る と コー ルチャ ン ネ ル を 消去 する こと が で きま す 。 

① コ ー ル モー ド で FUNC キ ー を 押し ます 。 コ ー ル 
モー ド で は 「FUNC」 が 点灯 中 に メイ ンダ イヤ ル 
ある い は マイ ク の UP/DOWN キー に よる チャ 
ン ネ ル 変 更 は で きま せん 。 

②MW キー を 押す と デー タ の 記憶 また は 消去 が な 
され ます 。 


5. チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 
設定 

(チャ ン ネ ル と チャ ン ネ ル と の 周波 数 間隔 を 設定 す 

る こと が で き ます 。 周 波数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 、 

VFO ス キャ ン の と き の 単 位 と な り ま す ) 

①⑪ FUNC キー を 押し ます 。 

② 「FUNC」 点灯 中 に CH.SP キー を 押す と 、 チ ャ 
ン ネ ルス テッ プ 設 定 モ ー ド に な り ま す 。 

③ メ イン ダイ ヤル か マイ ク の UP〆DOWN キー を 
押し て チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 を 選ん で くだ 
さい 。 ス テッ プ 周 波数 は 5KHz・10KHz・12. 5KHz・ 

15 KHz・20 KHz・25 KHz の な か か ら 選 ん で くだ 

さい 。 oe 

④VFO プ M キ ー か マイ ク の PTT キ ー を 押す こと で 、 
設定 は 終了 で す 。 ' 


の 


F キ ー [LOW] 表示 が 出 


ュ 577g 


の 6③@ 


VFO プ M キー を 押し な が ら … 


工場 出荷 時 状態 

[0R_MO6SK | DR-MO3SX || -、、 | DRMO6SX | DR-MO3SX 
国 波数 

モ 


3 51.0OMHz | 23. ョ キャッ あ ル 20MHz 
メ 
渡 数 


9 半 | mipowen | 
: 柱 由 カ POWER 


OF= 

ON 
上 入 | "We に ま 垢 2 
トン 本 | er 


6. 送 信 出 力 の 切り 替え 
送信 出力 を 10W と 1W の 2 段階 に 切り 替え る こと 
が で きま す 。 


①FUNC キー を 押し ます 。 

⑨②「FUNC」 が 点灯 中 に HL キー を 押す と 送信 出 
力 が 切り 替わり ます 。LOW バ パワー 時 に は 表示 部 
に 「LOW」 が 点灯 し ます 。 そ れ 以 外 の 時 は 、 ハ 
イ パ ワ ー と な り ま す 。 


7. ス ケル チオ フ 機 能 


(スケ ル チ つ まみ を 操作 し な く て も 、 強 制 的 に スケ 

ル チ を オー プン し た 状態 に する こと が で きま す ) 

①FUNC キー を 0. 5 秒 以 上 押す と 、MONI キー と し 
て 働き 、 押 し て いる 間 は スケ ル チ 状 態 が 解除 さ 
れ ま す 。 


8.Beep 音 の ON OFF 

( 各 キ ー を 押し た と き な ど に 噂 る 音 を 切っ た り 入 れ 

た りす る こと が で きま す ) 

①VFO プ M キー を 押 し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 

②[①] の 動作 を 繰り 返す こと に より 、Beep 音 の 
ON プ QOFF が 切り 替わり ます 。. 


9. リ セッ ト (初期 化 ) 

(通常 は 操作 する こと が あり ませ ん 。 こ の 操作 を す 
る こと で 、 今 まで 記憶 させ て いた メモ リー デー タ 
は 全て 消え て し まい ます ) ーー 

① FUNC キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 

② メ モリ ー し た デー タ は 全て 消去 され 、 工 場 出荷 
時 の 状態 に な り ま す 。 


※ チ ャ ン ネ ル 表 示 : TOT〆SHIFT キー を 押し な が 
ら 電 源 を 入れ ます 。 こ の 時 、 周 波数 表示 か ら ch 表 


「 示 に な り 、 メ モリ ー に 入っ て いる チャ ン ネ ル 周 波 
チャ ン ネ ル 表 示例 数 と 同期 し ます 。 


DR 一 M03SX の み 


コー ルチャ ン ネ ル に つい て 

本 機 の コー ルチャ ン ネ ル の 初期 値 は 29.0MHz で す 
が 29MHz 普 の FM で は 29.3MHz が よく 使用 され て 
いま す 。 必 要 に 応じ て メモ リーch 同様 、 書 き 換え て 
ご 使用 下さ い 。 

ナロー FM 対応 方 法 

本 体 の 上 カバ ー を 開け る と 中 央 部 手前 に 「DEV」 と 
印刷 され た 位置 に *R が あり ます 。 こ の VR を 左 へ 回 
す と ナロー 変調 に 調整 で きま す 。 


マイ クロ ホン 端子 接続 較 (セッ ト の 正面 より 見 た 図 ) 
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アフ ター サー ビス 
1 . 保証 書 : 保証 書 は 必ず 所 定 事 項 (ご 境 入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 お よび 


記 壇 内 空 を お 確か め の 上 、 太 切 に 保 三 し て くだ さい 。 
2. 保証 期間 : おぉ 質 い 上 げ 日 より | 年 間 で す 。 正 癌 な ご 使用 状態 で . こ の 其 


3、 保 徒 期 間 欄 過 後 の 修理 に つい て は 、 お 連 い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サ ービス 
密 口 に ご 相 く だ さい 。 相 理 に ょ っ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は 、 お 客 様 の 
ご 要望 に より 有料 で 接 理 いた し ます 。 


間 内 に 万 一 散 暴 を 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 4. アフ ター サー ビス に つい て は 、 ご 不明 な 点 は お 賀 に 上げ の 販売 店 また は 当社 


上 げ の 販売 占 ま た は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 保 証書 の 規定 に 従っ 


て 修理 し ます 。 


サー ビス 室 口 に ご 担 座 く だ さい 。 


故障 と お 考え に な る 前 に ・…・ 


電源 スイ ッ チ を 入れ て も 
ディ スプ レー に は 何 も 表 
示さ れ な い 。 


スピ ー カ ー か ら 斉 が 出 な 
( い 。 


受信 で き な い 。 


SCAN キー を 押し て も 
スキ ャ ン し な い 。 


出力 が 出 な い 。 
(電波 が 出 な い ) 


1 電源 の (+) 敬子 と (-) 瑞 子 の 接続 が 逆 に 
な っ て いま せん か ? 


2. ヒュ ー ズ が 切れ て いま せん か ? 


電源 電圧 が 低下 し て いま せん か ? 


.。 VOL の つま み を 反 時 計 方 向 に 絞り 過ぎ て いま 
せん か ? 

.。 ス ケル チ つ まみ が 時 計 方 向 に いっ ぱい 回 し 過 
ぎ て いま せん か ? 
トー ンス ケル チ が 動作 し て いま せん か ? 


外部 スピ ー カ ー が 接続 きれ て いま せん か ? 
。 マ イク ロホ ン の PTT ス イッ チ が 押さ れ た まま 
で 、 送 信 状 態 に な かっ て いま せん か ? 


SQL つま み の 調 整 な ど が スキ ャ ン 動 作 を する た め 
の 条件 に な っ て いな い の で は ? 


1. マイ クロ ホン 英子 の 差込み が 不 完全 で は あり 
ませ ん か ? 
2. アン テ ナ の 接続 不良 で は あり ませ ん か ? ゞ 


ーーー 21 一 一 一 


. DC 起源 コー ド < 付属 品 ) の 赤色 線 
を 〈+) 側 に 、 果 色 線 を (一 ) 側 に 
正しく 接続 し て くだ さい 。 

. ヒュ ー ズ が 切れ た 原因 と な っ た 修理 
を し て か ら 、 指 定 容量 の ヒュ ー ズ と 
交換 し て くだ さい 。 〈 で 16 ページ ) 


電 涼 電圧 は DC( 直 流 )13.8V を 確保 し て 
くだ さい 。 


。 VOL つ まみ を 適当 な 音量 に な る よ 
うに セッ ト し て くだ さい 。 

. SQL つ まみ を 反 時 計 方 向 に 回 し て 
くだ さい 。 

. トー ンス ケル チ を OFF に し て くだ さ 
い 。 

。 本 体内 部 スピ ー カ ー を 使用 する 時 は 、 
外部 スピ ー カ ー 端 子 か ら ブ ャ ッ ク を 
抜い て くだ さい 。 

- すみ や か に PTT ス イッ チ を OFF に し 
で くだ さい 。 


本 香 ス キャ ン 動 作 の 項 を ご 参照 くだ さい 。 
(rr 12 ペー ジ ) 


マイ クロ ホン 端子 に 確実 に コネ クタ 
を 壮 し 込ん で くだ さい 。 

。 アン テ ナ を 確実 に アン テ ナ コ ネ ク タ 
に 差し 込ん で くだ さい 。 


ーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ンー ーーーー ベ 


ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーー シニャン ーー ターーーーーーーー ペ ーーーーーーーーーーーー……ー 


ーーwーーーーーーーーーー…ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーー 


- 


本 機 に より アマ チ ュ ア 無線 局 を 申請 
* 印 の 科 所 は 下記 の 表 よ り 、 それ ぞ れ 該当 する 事項 を 記入 し て くだ さい 。 本 携 を 使用 
は 、 工 事 設計 書 と 技 適 証明 発行 珠 の 送信 機 の 材 に 技術 基準 適合 証明 番号 を 記載 すれ ば 、 送 信 機 系 統 図 な どの 記載 を 省 路 す 
る こと が で きま す 。 こ の 場合 、 記 載 事 項 は 下 表 の ネ * 1・*2・3・ ネ 4 の み を 記入 し ます 。 


無線 局 事項 書 及び 工事 設計 書 (裏面 ) 


リリ 革 攻 は 計 還 EEEEL 誠 


技 適 証明 書 発行 原 


| 古 人 宰 に 店 ち れれ て いる "所 全 一 うこ ル ) の 急 和 人 


mel 


6 送信 摘 の 吾 委 


装 深 中 供 の 兄 宮 23 
その 伯 の て 計 遇 2 生 決 法 表 3 條 に 下す る 


本 計っ ) 、 bpRMoesX | bpRMo3SX__VV5 5 | 
※* 1 
ーー 誠一 
(使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て 下さ い ) (使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て 下さ い ) 
*1 は 、 ト ラン シー バー 本 体 に 貼ら れ て いる 『 技 術 基準 濁 合 証 ラ バル] の 番号 を ご 記入 くだ さい 。 C* : 個別 の 技術 基準 滴 合 古 明 番号 ) 
送信 機 系 統 図 
DR-M06SX 2 


サリ ミュ タダ ・ ロ ー バ ネ 
フィ ルター 


M5218FP 


DR-M03SX 29.700MH 
ae 2SC4081 MS5218FP 29.700MHz 


57.0 一 254.1Hg 


IM37410M6H 


EJ-20 U( ト ー ン スケ ル チ ユ ニッ ト ) \ 4.800 


本 ユニ ッ ト を 取り 付け る こと に より 、 ト ー ン 機能 が 強化 きれ ます 。 通 常 運 用 時 に は トー ン エ ンコ ー ダ ー と し て 送 慣 の み 可 能 で あっ た も の が 、 
トー ン デ コー ダー と し て も 運用 可能 と な り ま す 。 運 用 可能 な トー ン 周 波数 は 、 通 常時 と か わら ず 50 波 の な か か ら 自 由 に 選択 で きま す 。 


ニー: の の 


